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ナポレオン三世の意を体した，セーヌ県知事オスマン男爵が断行する大改造によって，パリは
1850年代から「ヨーロッパの首都」として生まれ変わりつつあった。取り壊された古い街路は大
通りや広場，庭園に変わり，鉄とガラスの中央市場や新しいオペラ座が生まれ，上下水道が整備さ
れる。こうした変化の内側で，都市の新しい鼓動を体感し，キャンバスに記録したのが印象派画家
たちであった。彼らと町を闊歩し，その知覚と表現の前衛性を高く評価した自然主義作家エミー
ル・ゾラは，文学作品によってパリの相貌を余すところなく描いていく。画家たちが窓から外を眺
めるパリジャンを多く画題に選んでその視線をさまざまに表したように1，第二帝政期のフランス
を舞台に展開する『ルーゴン・マッカール叢書』Les Rougon-Macquart (1871-1893)2においても，大
都会で生きる登場人物たちはしばしば窓と結びついている。本稿では，社会的文脈に配慮しながら，
『獲物の分け前』La Curée (1872)と『ナナ』Nana (1880)の女性の主人公たちに注目する3。彼女た
ちの窓からのまなざしとそこから浮かび上がる時代性，作者の思索の射程を考察していきたい。
１．『獲物の分け前』―新旧パリの狭間で
叢書第2巻の原題 La Curée は「狩りの後で犬に与える獲物の分け前」を表し，そのイメージから
「地位や栄誉の奪い合い」も意味する語である。この小説における「獲物の分け前」とは，オスマ
ンが改造するパリで渦巻く人々の欲望や野心，繰り広げられる富と権力の行方を指し示している。
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高 橋 愛
1 この点において，ジャックマール・アンドレ美術館が2011年に開催した展覧会は，印象派画家のギュ
スターヴ・カイユボットと写真家の弟がアパルトマンの窓やバルコニーから眺めたパリを多く描き，カメ
ラに収めていたことを伝えて大変興味深い。Dans l’intimité des frères Caillebotte, peintre et photographe, 
cat. exp. par Gabrielle Andries, et al, Paris, Musée Jacquesmart-André, 2011.
2 テクストは以下の版を使用する。Emile Zola, Les Rougon-Macquart, édition intégrale publiée sous la 
direction d’Armand Lanoux, études, notes et variantes, index établis par Henri Mitterand, 5 vols, 
Bibliothèque de la Pléiade, Paris, Gallimard, 1960-1967. 訳文はすべて拙訳である。
3 主人公が窓と密接に結びついているゾラの作品として叢書第８巻『愛の一ページ』Une Page d’amour 
(1878) を挙げることができるが，こちらは以下の拙論で取り上げている。「ゾラ『愛の一ページ』の描写
とセザンヌの関係―パリとレスタックの間で」『待兼山論叢』No.43，大阪大学文学会，2009, pp. 111-
126.
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物語は当時の社交場として知られたブローニュの森の描写によって開始する。秋も深まる頃，森
にはパリの名士たちが勢揃いし，馬車は渋滞で進まない。「引き具の軋みや焦れた馬のひづめの
音」だけが聞こえる静寂の中で，人々は「馬車の扉から扉へと無言の視線」を交わし，互いを観察
し合う。そこでは，すでに心理的なドラマが展開しているのである。
「あそこにロール・ドリニーがいるぞ，あのクーペの中だ。見えるだろう，ルネ。」とマクシム
が言った。〔…〕ルネはカレーシュの低い扉に手を置き，身を前に乗り出して辺りを眺めてい
た。〔…〕薄紫色の絹のドレスの上に前垂れとチュニックを重ね，裾はプリーツの入った幅の
広いフリルで飾られている。彼女が薄紫色のビロードの折り返し襟がついた白いラシャのショ
ートコートを羽織ると何とも大胆な印象を与えた。〔…〕上質のバターを思わせる淡い黄褐色
の髪の上にベンガル薔薇の花束を飾った小さな帽子を乗せている。〔…〕彼女は鼈甲縁の男物
の鼻眼鏡を取り出し，〔…〕太ったロール・ドリニーを全く気兼ねすることなく，落ち着き払
った態度で観察した4。
クーペ（箱馬車）の窓から見える高級娼婦ロール・ドリニーを主人公ルネ・サカールがカレーシ
ュのシートから観察している。カレーシュとは，乗車している貴婦人の豪華な衣裳がギャラリーに
見えるように工夫された高級四輪馬車であり，折りたたみの幌をオープンにした馬車からは，ルネ
の優雅なチュニックやショートコート，黄褐色の髪に映える「薔薇の花束を飾った帽子」などがは
っきりと見える5。社交界の花形として君臨するルネの地位を表す一方で，彼女が絶えず人々のま
なざしに触れ，自らの姿態を晒す存在であることが象徴的に示されている。この世界における男女
関係の鋳型に高級娼婦が必ず存在することもわかる。
ルネは，森を出たカレーシュがたどる先々でも注目を浴びる。ルネと義理の息子マクシムは，オ
スマンが全面的に改造して作り上げたブローニュの森を後にしてアンペラトリス大通り（現在のフ
ォッシュ大通り）を走るが，それは当時の新興成金が富の顕示を目的として豪華馬車で通る定番の
ルートであった。新しいパリの西の心臓となったエトワール広場にガス燈が灯るのを見ながら，彼
らはようやくモンソー公園の自宅へ戻ってくる。その家は「ナポレオン三世様式の特徴をもつ新ル
ーヴルのミニチュア」で，「内部の豪奢を外にひけらかす」ために作られたような大きな窓ガラス
を持ち，公園を散策する小市民はその澄み切った窓を通して，たえず家の室内を「感嘆と羨望で覗
き見」する6。ルネが自宅の窓から外をゆっくりと眺めるのは，木々が闇を落として建物が眠りに
つく夜であり，秋の憂鬱を帯びたその一情景は彼女の心の寂寥を物語る。
4 Emile Zola, La Curée, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome I, pp. 319-320.
5 当時の馬車については，以下を参照。鹿島茂『新版　馬車が買いたい！』白水社，2009, pp.224-238.
6 La Curée, op. cit., p. 332.
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窓下の公園では闇の海が広がっていた。突風に揺らぐ丈の高い葉叢はインクのように真っ黒な
塊と化している。〔…〕夫のせいで私はこんな狂乱の日々を送ることになり，私の哀れな頭は
毎日少しずつおかしくなってきたのだ。〔…〕木々はいっそう声を上げて嘆き悲しんだ。ルネ
は恥と罰の意識に苛まれて動揺し，心の奥底に眠っている由緒ある誠実なブルジョワ階級の本
性に身を委ねた7。
ルネはサン＝ルイ島に邸宅をもつ古いブルジョワジーの出だが，寄宿舎を出た直後に起きた妻子
ある男性との過ちを隠すために南仏出身の男鰥アリスティッド・サカールと結婚した。オスマンの
パリ大改造に伴う土地投機に着目し，金儲けを企むサカールは，ルネの財産に含まれる家屋や土地
を調べたうえでこの女性を妻に迎えたのである。「大きな利益をもたらしてくれる美しい家のよう
に」ルネを見なして着飾らせ，社交界の注目を浴び，「自分の財産の見積額を倍にしていく」サカ
ールは，妻のルネにとっても物質への欲望を満たしてくれる「愛想のよい銀行家」のような存在だ8。
この関係は，女性が豪華な衣装を身にまとって夫や愛人の栄光，社会的身分，経済力を顕示し，男
性のステータス・シンボルとなっていた当時の実態を浮き彫りにする9。さらに，この夫婦が居を
構えるモンソー公園に注目して『19世紀ラルース』 Grand Dictionnaire universel du XIXe siècleを引
いてみると，大改造の一環で生まれ変わったこの公園は，当時のパリにおいて「最も気持ちのよい
散歩道のひとつ10」であったことがわかる。ギュスターヴ・カイユボットやクロード・モネが1870
年代にこの場所を描いていることも，そのことを表しているだろう11。
『獲物の分け前』を書いた約20年後に
ゾラがモンソー公園で撮影した一枚。
ルネが見る木々，馬車で行き来する場
所に作家が視線を向け続けていたのが
わかる。
7 La Curée, op. cit., p. 334.
8 Ibid., p. 420.
9 この問題については，次の論考を参照。フィリップ・ペロー「モードの世界」ジャン＝ポール・アロン
編『路地裏の女性史―十九世紀フランス女性の栄光と悲惨』所収，片岡幸彦監訳，新評論，1984, 
pp. 115-133.
10 Pierre Larousse, Grand Dictionnaire universel du XIXe siècle, article « Monceau ». 
11 例えば，次のような作品を挙げることができる。Claude Monet, Le Parc Monceau, 1876, New York, 
The Metropolitan Museum of Art ; Gustave Caillebotte, Le Parc Monceau, 1878, collection particulière.
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しかし，上の引用が示すように，ゾラがルネの目を通して描いたのは心地よい陽光に包まれた風
景ではなかった。それは「闇の海」，「真っ黒な塊」と化した夜景であり，公園はこの登場人物の心
の闇を二重写しにする。窓辺の短い省察によって，彼女の中に新しい意志が芽生え，確たる変化が
生まれるわけでもない。従僕に晩餐会の開始を告げられると，ルネは機械的に鏡を見て微笑み，足
早に自室を出て階下へ向かう。快楽三昧に明け暮れ，手っとり早く物質への欲望を充足することに
慣れてしまった彼女は，絶えず倦怠の場へ降りていく。その場こそが，彼女を深い裂け目へ落ち込
ませ，ゆるやかに破滅へ導き，死へ追い込んでいくのである。
ある晩，ルネはマクシムに連れられてル・ペルティエ街のカフェ・リッシュに足を踏み入れる。
その店の窓には彼女の知らないパリが映し出されていた。
散策者がいくつもの群れを作って通りすぎ，二人ずつの組になった娼婦たちは，疲れを浮かべ
た表情で周囲の者に微笑みながら，気だるげな動作で引きずったスカートを時々めくり上げて
いた。窓の真下で，カフェ・リッシュはいくつかのテーブルを外に出し，太陽のような眩しい
光の輝きは車道の中ほどまで達している。〔…〕特にルネの目を引いたのは〔…〕白い厚手の
レースがついたどぎつい青の商売着をまとい，ぽつんとテーブルにいる女だった。〔…〕強烈
な色彩のキオスクの広告に目を止めた。黄色と緑の枠にはめられた窓ガラスに髪を逆立てて嘲
笑う悪魔の顔があり，帽子商の広告なのだが，彼女には意味不明だった12。
ゾラと交流のあった画家たちが，夜の都市生活をキャンバスに記録した最初の芸術家であったこ
とを思い出そう。エドガー・ドガが《カフェテラスの女》Femme sur une terrasse de café（1877年，
オルセー美術館）で表現した世界を小説家は1871年に登場人物の目を通してすでに描き出している。
当時，公的空間は貞節をわきまえた淑女にとって危険な空間であり，徒歩で街路を通ることはでき
なかったから13，カフェ・リッシュの窓は主人公に未知の世界を見せ，魅了する装置となるのであ
る。そこには，群集，娼婦，広告など人と物資，情報が行き交う大都市の要素が凝縮している。整
備された街路には車道まで張り出したカフェのテラスがあり，照らされた一角では徘徊する娼婦が
衣ずれの音で通りがかりの男たちを引きつけようとする。消費社会として発展を続けるパリがその
場を提供するのだ。ルネは都市の夜の雰囲気を聴覚によっても感じ取ろうとし，窓を閉めようとす
るマクシムを制して「おかしな音楽」を面白がる。夜の歓楽を求める人々の光景に魅せられた彼女
は，深夜のカフェで「夜食をとる」女と化し，「大通りのオーケストラ」を聴きながら，その堕落
を決定的にしてしまう。カフェの窓が映し出した娼婦たち，強い光の中で呆然とテーブルにいる女
の姿は，都市風俗の近代化に伴って色濃く染められた夜の虚飾や倦怠感が支配する時代の影を象徴
し，夫サカールと義理の息子マクシムに共有され，捨てられることになる主人公の運命も暗示して
12 La Curée, op. cit., p. 450. 
13 小倉孝誠『＜女らしさ＞の女性史―性・モード・風俗』，中公文庫，2006, p. 79.
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いると言えよう。ルネにとって「意味不明」である広告の「悪魔の顔」も，その見えない将来の不
吉さを嘲笑うかのようなのである。不義の関係を持ったマクシムと帰路につくルネは，通り抜けで
きない壁のように立ちはだかるモンソー公園の闇を馬車の窓から見，軽蔑してきた娼婦ロール・ド
リニーや女優シルヴィアを思い出して苦悩することになる。
精神の変調を募らせるルネは，乱脈の限りを尽くして崩壊へ向かう。所有する最後のシャロンヌ
の土地もサカールの手に渡り，その夫に伴われてマクシムが部屋を出たとき，彼女は鏡に映った自
分の姿に驚愕する。
箪笥の丈の高い鏡に近寄り，映っている自分にギョッとして，夫もマクシムも忘れ，彼女は目
の前にいる異様な女から目が離せなくなった。気が狂いそうだ。〔…〕地薄で肌が透けて見え
る衣を纏った自分の姿をじっと見つめ，さっと顔を赤らめ，目を伏せた。誰が私を裸にしてし
まったのだろう？14
ここに至って，鏡は，変貌を続けるパリの都市文化に耽溺し，放蕩で懶惰な生活に身を任せた人
生の果てを主人公に直視させている。夫に財産の全てを巻き上げられ，文字通り「丸裸」になった
ルネは，自分の肉体を見て軽蔑し，狂騒のパリの日々を「毒を含んだ樹液のようだ」と思う。彼女
の足は「カレーシュの敷物の上」や「あらゆる絹やビロードの上」でこの樹液を吸い上げ，四肢は
萎えきってしまったのだ。「二人の男が生み出した堕落の果実」は，「おが屑がこぼれ落ちていく大
きなお人形」にまで堕ちてしまった15。モンソー公園の木々の声に耳を傾けなかったことを悔やみ，
彼女は泣き続ける。
最終章において，ルネはひとりでブローニュの森へ入っていく。身につけている赤褐色の衣装と
乗車するクーペを恥じ，馬車の奥に身を引いて社交界の面々を窓から眺める主人公の姿は，冒頭と
完全な対照をなす。今や豪勢なカレーシュの上で自分の姿をひけらかしているのは，娼婦ロール・
ドリニーと女優シルヴィアである。かつて，ルネが豪華馬車の上からマクシムに教えたように，昨
日の「食うや食わずの貧乏人」や「下僕」が一夜にして「大貴族や金庫の重みに気絶しそうな大金
持ち」に変身し，富を謳歌して森に集っているのだ16。サカールとマクシムを発見して馬車のシー
トの背に顔を隠すルネは，ナポレオン三世の来場に合わせて「皇帝陛下万歳！」と叫ぶ夫の声を耳
にし，救いを求めるようにサン＝ルイ島へ馬車を走らせる。バブル成金が殺到したモンソー公園の
住宅地，第二帝政期の社交界成立と結びついているアンペラトリス大通りやブローニュの森を去っ
た彼女が，大改造の破壊を免れたサン＝ルイ島の実家の窓からパリを眺め直す最後の描写を確認し
てみよう。夕刻の光景は，新旧パリの狭間で破滅した女性の最期と重なる。
14 La Curée, op. cit., p. 572.
15 Ibid., p. 573-555. 
16 Ibid., p.410. 
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彼女は窓を開け，果てしない景色を眺めた。そこは，何も汚されていなかった。〔…〕ワイン
市場と植物園の影は水草に覆われて淀んだ大きな沼のようで，その緑がかった表面は空の靄に
覆い尽くされようとしている。〔…〕木々の彼方に，暮れゆく空の青みを帯びたサルペトリエ
ール病院のスレート屋根が見え，突然，ルネには旧友のように感じられた。彼女を落ち着かせ，
瑞々しさをもたらしたのは，長く伸びた灰色の堤，セーヌ川であった。〔…〕ルネは淡い青色
の広大な空が少しずつ薄暮の中で色を失ってゆくのを見た。〔…〕夜の闇に包まれながら，彼
女は両手を合わせてすすり泣いた17。
町は日没の中にあり，「影」を見せ，暗い「大きな沼」となり，「靄に覆われ」ようとしている。
太陽の光に身を任せようとしても，差し込んでくるのは夕日であり，ルネはやはり影に浸されてい
く運命にあるのだ。サルペトリエール病院は栄華を極めたルイ十四世の時代に浮浪者や物乞いを収
容する施療院となり，革命期に多くの囚人を閉じ込め，娼婦を勾留し，パリの暗い歴史を連々と眺
めてきた。この病院を ｢旧友｣ のように感じる主人公は，華やかな帝都の影を引き受けて夜の闇に
包まれる。深い影の中で識別されるセーヌ川が伝えるのは「ゆく河の流れは絶えずして，しかも，
もとの水にあらず」ということだろう。パリの時間は川と同じく何世紀も止むことなく流れ，終わ
りを迎えたルネの生もゆったりとした動きの中に飲み込まれ，運び去られていく。
物語の要所でルネが見るパリの情景は，深々とした悲哀を表し，産声をあげ，生命力に満ちてい
た新しい近代都市の裏側を読者に思い起こさせる。「次の冬，ルネが急性髄膜炎で死んだときに彼
女の借金を清算したのは父親だった。ウォルムズ18の請求額は25万７千フランに達していた19」と
いう淡々とした終行で物語を閉じる作者の冷徹なまなざしが，ルネの目に映じた有り様からも感じ
られる。
２．『ナナ』―窓の内側へ向かって
産業革命を経験したヨーロッパにおいて，格段の進歩を遂げたもののひとつが板ガラス工法であ
った。サイズ，純度，透明度も飛躍的に改良され，1820年代に入るとガラスの大量生産も可能と
なり，公的な空間では良質のガラスが幅広く用いられるようになる20。同じ頃にパリで次々と作ら
れたパサージュの屋根はガラス張りで，天井からの光を受けた通りにはショーウインドーが続き，
17 Ibid., pp. 598-599.
18 ルネが生前贔屓にしていたデザイナー。第二帝政期にオートクチュールを創始し，パリのモードを主導
したイギリス出身のシャルル＝フレデリック・ヴォルト（Charles-Frédéric Worth, 1825-1895）がモデル
となっている。
19 Ibid., p. 599. 
20 荻野昌利『視線の歴史―“窓”と西洋文明』，世界思想社，2004, p. 300.
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商品は人々の購買欲をそそるべく美しく陳列された。商品と客を結びつける透明の板は，大量消費
社会に欠かせないものとなったのである。
このガラスの世界に魅せられ，ショーウインドーの前を駆け抜けて育ったのが叢書第9巻『ナ
ナ』の主人公である。
ナナはパサージュ・デ・パノラマ21が大好きだった。まがい物の宝石や金メッキした亜鉛，ボ
ール紙で出来た模造革など，安ぴか物に抱いた少女時代の情熱が彼女には残っていたのだ。こ
こを通ると，子ども用のぼろ靴を引きずり歩いていた頃のように，ショーウインドーの前から
離れることができなくなった22。
「子ども用のぼろ靴を引きずり歩いていた頃」から，ナナはショーウインドーを通して店の商品
に夢と欲望を抱き，歩道の人々の視線を集める窓の意味を理解して育ったことがわかる23。当時，
店のガラス越しに注がれる視線は商品だけに向けられたのではなかった。アラン・コルバンが説明
するように，売春婦のなり手としてかつてないほど多くなっていたのは，客やブルジョワの規範に
くわしい若い女性たちであり，その中には店の売り子たちが含まれていた24。ショーウインドーに
映る店内の女性たちは男性客の外からの視線に晒され，陳列された商品と同じように「展示」され
ていたのである。
ナナの少女時代に触れる叢書第７巻『居酒屋』L’Assommoir (1877)と，彼女が成長して高級娼婦
となり，第二帝政期の半社交界に君臨する時代を描いた『ナナ』を通して，ゾラは「積極的に中を
21 このパサージュの歴史については，次の文献にわかりやすい説明がある。宮下志朗『パリ歴史探偵術』，
講談社現代新書，2002, pp. 88-96 ; 鹿島茂『パリのパサージュ―過ぎ去った夢の痕跡』，平凡社，2008, 
pp. 64-72.
22 Emile Zola, Nana, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome II, p. 1264.
23 ショーウインドーの意味を理解し，商売を繁盛させていくのは叢書第３巻『パリの胃袋』Le V entre de 
Paris (1873)に登場するリザ（ナナの伯母）である。彼女は店のショーウインドーの向こうで自分が美し
く見えるように意識する。そうすると，人々は「ショーウインドーに陳列されたサーヴェロイソーセージ
や網脂の向こうにいるリザを見ようと」足を止める。「白く少し赤みのさした彼女の肉体は，大理石と同
じぐらいに人々を魅了した。彼女は豚肉屋の魂，生き生きとした光，健全でしっかりとした偶像なのであ
った。」(Le V entre de Paris, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome I, p. 653.) こうした問題は，次の論文
に詳しい。吉田典子「ショーウインドーの中の女たち―ゾラとマネ，ティソ，ドガにおける近代商業の表
象」『表現文化研究』第５巻第１号，神戸大学表現文化研究会，2005, pp.69-84.さらに，時代の証言者ゾ
ラはパサージュの衰退に伴って登場する「商業のカテドラル」，すなわちデパートとその見事なショーウ
インドーに魅せられる人々の姿を叢書第10巻『ボヌール・デ・ダム百貨店』Au Bonheur des dames (1883)
で描くことになる。
24 アラン・コルバン「娼婦」ジャン＝ポール・アロン編『路地裏の女性史―十九世紀フランス女性の栄光
と悲惨』所収，前掲書，p. 59.
56
覗くことを勧誘するショーウインドー25」を見て育った主人公がどのように自分を見せ，人々を魅
了する術を身につけたのかを説明している。パリの場末の娘たちは「店が続く往来で，スカートを
風に吹きあげられて育ってきた26」のだ。人々の雑踏する街路で，室内を覗くために用いられる窓
を発見した少女ナナは，自宅でも外からの視線を意識するようになり，『居酒屋』の第11章では
「アパート中の人々に窓から見られるので，母親は腹を立て，シュミーズ姿で部屋を動き回るのは
もういい加減にやめるように〔ナナに〕言うのだった。しかし，彼女は少しも動じなかった27」と
いう場面が確認される28。ナナは母親の叱責を無視して「編み上げ靴のボタンを付け直したり，ワ
ンピースを繕ったり29」するのだが，その行為はショーウインドーの向こうで当時の服飾品店の女
店員たちが行っていたことをナナが自宅の窓を利用して模倣しているかのようなのである。ここで
は，近代商業の空間で生み出された視線の構造との明らかな同一化が認められる。ケール通りのチ
トルヴィルの店で女工として働くようになっても，二つの大きな窓がある仕事場で，ナナはしばし
ば窓際へ移動する。しばらくすると，窓辺で通りの動きを窺う彼女を外から眺める男が出現する。
ナナにとって，窓とは常に人間の視線を内側へと向かわせるものなのである。
職場での仕事に飽きたナナが通うのは，宝石屋の店先である。
彼女はビロードのついた十字架のネックレス，あるいは血の滴りかと思われるほど小さな珊瑚
のイヤリングが欲しかった。宝石まで望まなくても，ぼろ服をずっと着ていることに心底耐え
られなかった。〔…〕泥濘を歩き回り，馬車にはねをかけられ，ショーウインドーの輝きに目
がくらみ，激しい空腹感に襲われた時のように胃をきりきりさせる欲望を感じるのだった30。
19世紀半ばには，ガラス窓の進化とともに人工照明も発達した。ガス燈の光によって，ショー
ウインドーに飾られた商品はいっそう華やかさを増し，陰影と光彩を帯びて，透明な板の向こうは
まさしく劇場の舞台を見るような趣となったのである31。こうした環境が「ガスの長い炎」や「降
り注ぐ光沢の雨」，「シャンデリアの黄色やバラ色に輝く火」という光の変化に燃え立つヴァリエテ
25 荻野，前掲書，p. 306.
26 Emile Zola, L’Assommoir, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome II, p. 711.
27 Ibid., p. 710.
28 このように身繕いをした少女ナナは，友人たちと大通りへ繰り出して「群衆とのランデヴー」を楽しむ。
道行く人にその魅力を見せつける行為は「ディスプレー」に他ならない。こうした特徴は，1877年にエ
ドゥアール・マネが制作する《ナナ》Nana（1877年，ハンブルグ，クンストハレ）へ発展していく。吉
田典子「ゾラの『居酒屋』とマネの《ナナ》―小説から絵画へ」『表現文化研究』第10巻第２号，神戸大
学表現文化研究会，2010, pp. 199-220.
29 L’Assommoir, op. cit., p. 710.
30 Ibid., p. 726.
31 荻野，前掲書，p. 305.
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座で鮮烈なデビューを飾り，ミュファ伯爵をはじめとする上流階級の名士たちを虜にして，次々と
破滅させる宿命の女ナナを作り上げたのだ32。宝石屋のショーウインドーは少女に「きちんとした
身なりをし，レストランで食事をし，芝居にも行き，立派な家具のある自分の部屋に住みたい 」
という具体的な夢を与えた。そして，『ナナ』を開く読者は，成長したこの登場人物がそうした願
いを実現したことを知る。
ピエール＝オーギュスト・ルノワール《居酒屋》（1877-78年，シカゴ美術研究所）
ナナが友人たちと大通りに繰り出す場面。ルノワールは少女ナナと雑踏する街路，ショーウインドーの関
係を簡潔に表現している。
『ナナ』の中でも，主人公は窓と分かちがたく結ばれている。第７章で，有名女優となった彼女
に惚れこんだミュファ伯爵は，ヴァリエテ座の楽屋口でこの女性を待ち続けた挙句，中庭に忍び込
み，「闇に向かって開かれた竈の口のように」輝く建物の窓へ視線を彷徨わせる。そして，二階の
楽屋の窓から漏れる明るい光を確認し，「パリの古い建物の裏口に広がる泥濘とむっとする悪臭の
中で，空を見上げ，我を忘れる」のである34。ナナは相変わらず窓を通して自分を「魅せる」女性
であるが，『居酒屋』の頃のようには窓辺に姿を現さない。花形女優となった彼女の存在は，部屋
の窓が映す煌々とした明るさによって示され，その窓の高さは頭を上げて傲然と客を見下ろすナナ
の態度を象徴的に表している35。主人公をその地位にまで押し上げたヴァリエテ座の裏口は，表の
32 マネは『居酒屋』を読了した時点で，ナナのこうした側面を理解していただろう。1877年のサロン審
査委員会が《ナナ》を全員一致で落選としたとき，マネはこの絵をキャピュシーヌ大通りにあるジルー
Girouxの店へ持っていき，そのショーウィンドーに飾った。その後，店の窓から見える《ナナ》がパリ中
の話題となったのは言うまでもない。
33 L’Assommoir, op. cit., p. 726.
34 Nana, op. cit., p. 1262.
35 貧民窟から飛び出し，パリの花柳界で名を馳せる存在となったナナは，上流階級の人々によって占めら
れる舞台の客を「あの間抜けども（ce tas d’imbéciles）」と呼ぶ。
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華やかさとは対照的に「泥濘」と「むっとする悪臭」で満ちており，ショーウインドーの輝きに欲
望を感じながら「泥濘を歩き回り，馬車にはねをかけられて」育ったナナのバックグラウンドを暗
示しているのがわかる36。さらに，このイメージはミュファ伯爵が読む新聞記事の内容へ発展する。
「パリの場末の舗道の上で成長し，十分な堆肥を与えられた植物のように丈高く，美しく，見事な
肉体を持つ」ナナは，フィガロ紙に「路辺に放置された腐肉から死を取って来て，ぶんぶんと羽音
を立てて舞い，宝石のような煌めきを放って宮殿に窓から入り，人々の上にちょっと止まるだけで
彼らに毒を放つ金蝿37」と書かれるのである。
紅灯の巷で人工的な光に照らされ，第二帝政期のパリという大きな劇場の舞台で生きたナナの最
期は，やはり窓を通して語られる。天然痘にかかった主人公は，オペラ座近くのグランド・ホテル
の一室で息を引き取り，外からその部屋の窓を見つめ，様子を窺い続けたミュファ伯爵は衝撃を受
ける。戦争熱に駆られた群衆を眺めていた女性たちも部屋から去り，残されたナナは寝台の上に
「体液と血と腐肉の堆積38」と化して投げ出されている。物語の最後の描写を確認してみよう。
死体が部屋を悪臭で満たしはじめた。〔…〕彼女〔＝ローズ〕は窓のカーテンを引いた。〔…〕
部屋を出て，ドアを閉めた。ナナは一本の蝋燭が照らす光の中，顔を上に向けて，ひとりだけ
室内に残されていた。〔…〕片方の頬から赤いかさぶたが広がって口の方まで覆い，そのせい
で口が曲がって，おぞましい笑顔を作っていた。そして，この恐ろしくグロテスクな死に顔に
は，髪が，あの美しい髪が，太陽の輝きを残して黄金の川のように流れていた。〔…〕絶望感
に満ちた大きなため息が大通りからのぼって来て，カーテンを膨らませた。
―ベルリンへ！ベルリンへ！ベルリンへ！39 
「死体が部屋を悪臭で満たしはじめた」は« Le cadavre commençait à empoisonner la chambre. » 
と書かれる。「体液と血と腐肉の堆積」が表すどろどろとしたイメージと部屋を満たしていく悪臭
は，泥濘と不快な臭いに溢れたヴァリエテ座の裏口を思い起こさせる。「悪臭で満たす」，「毒物が
中毒を起こさせる」，「（精神などを）腐敗させる」という意味を持つ動詞empoisonner は，先に引
用した「金蝿」の新聞記事においても「人々を毒する」(empoisonn[er] les hommes) という表現で
用いられていた。この動詞に象徴され，「腐肉から取ってきた死」を社会に撒き散らした金蝿の人
生が，結末の死をめぐる描写によって総括される。「黄金の川」を思わせる主人公のブロンドは金
によって栄えた年月を読者に想起させ，ナナは外からの視線を意識するように笑顔を作り続けてい
る。その「グロテスク」な顔は今や「おぞましさ」を帯び，普仏戦争へ突進する群衆は彼女に構う
36 註30の引用を参照。
37 Ibid., pp. 1269-1270.
38 Ibid., p. 1485.
39 Ibid., pp. 1484-1485.
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ことなく通り過ぎる。大通りからの「絶望感に満ちた大きなため息」は，この女性を照らす最後の
ろうそくの光までも消してしまうだろう。パリを覆い尽くす「ベルリンへ！」という声は，部屋の
カーテンを膨らませるほどの強さで主人公の上に響き渡る。天然痘で美しい容姿を失い，むごたら
しく変わった顔の相ゆえに「病気があの人を裏返しにしたのだ，今は心が表に出ている」と小説の
フィナーレで評されたのは『危険な関係』Les Liaisons dangereuses (1782) のメルトゥイユ夫人であ
ったが，同じ病に罹患したナナの外観もその醜悪さによって彼女の内面を晒し，延いては腐敗した
時代の精神も表出する。ローズが閉めるカーテンを通して，ゾラは帝都パリで享楽的な生活を送り，
病で朽ち果てたナナの一生と，その肉体になぞらえられて描かれた第二帝政の歴史に幕が下ろされ
たことを象徴的に表したのである。
結論
本稿では，ゾラが『獲物の分け前』と『ナナ』において創造した二人の女性の主人公に注目し，
彼女たちと窓との関係やそこから浮かび上がる時代性といった観点から分析を行ってきた。経済発
展が進み，ブルジョワ社会の興隆に伴う市民的なモラルが確立される一方で，パリの風俗は近代化
し，都会では劇場やカフェなどを通じて新たな嗜好が強まっていた。大都会の変化に実際に立ち会
った作家は，都市生活の各場面を明け透けに写し取っただけではなく，窓をめぐる描写の中に，個
人の欲望を肯定して際限なく煽り立てる社会や各人の行為を成り立たせている環境に対する彼の心
理的洞察を吹き込んだ。異なる出自のルネとナナは共に消費社会の歯車となり，感情生活の実りは
乏しく，煌びやかな世界の中で彼女たちの生は徐々に閉ざされ，沈黙へ向かう。外観が物質的に充
満していく一方で，その内側は乾涸びていく。窓から見える都市の光は容赦なく無慈悲で，その明
るさから温もりが伝わってくることはない。こうした状況から浮かんでくるのは，光から生まれた
暗い部分に捉われている人間の孤絶である。人間が時代を生み出し，時代が人間を生み出すことを
検証したゾラは，大都会の眩い光が強い輝きを見せるほどに黒い影が長く広がり，揺れ，延びてい
くことを，創造した登場人物たちの人生を通して重層的に表現したのである。
＊本稿は，2011年度学術研究データベース連動助成金研究課題「近代フランスの都市空間におけ
る窓の表象」（研究代表者：高橋愛）の研究成果の一部である。
